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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

表－１　基準点・境界点　記号一覧表 

名称 記号 種別 適用 

基

準

点 

１級基準点 例)

2008-201-001 
-001～-nnn 

永久標 

【作業規程第31･32条】 すべての測量の骨格となる基準点 

※４級基準点は、経路別にＡ.Ｂ.Ｃ…の

補助記号で分類する 

２級基準点 

３級基準点 Ｔ T1～Tn 標杭･金属鋲 

４級基準点 例)TA･TB･TC TA1～TAn 標杭･金属鋲 

図根点 例）図１ 図1～図n 専用ｺﾝｸﾘｰﾄ標 地図整備・地籍調査で設置する基準点 

水準点 ＫＢＭ 仮BM1～仮BMn 木杭･金属標等 工事等の目的で設置する水準点 

道路基準点

（中心点） 

Ｓ 必要に応じて仮杭等で明示 中心線における確定条件の交点・折点 

ＫＳ  中心線における計算上の交点・折点 

Ｃ コンクリート標・金属標等 既設道路中心標 

境

界

点 

既設境界標 
Ｅ コンクリート標・金属標等 基準点から観測した既設境界標 

ＤＥ 道路境界標 基準点から観測した既設道路境界標 

新設境界標 

Ｎ 道路 
(ダクタイル標) 

コンクリート標、金属標 

確定した道路境界点 

※事業で確定する場合はＬ・Ｒ 

Ｌ・Ｒ 

街路・ 

道路事業 

(ダクタイル標) 

コンクリート標、金属標 
街路・道路事業で確定した道路境界点 

河川事業 コンクリート標（Ｔ字型） 河川事業で確定した河川境界点 

ＬＭ・ＲＭ コンクリート標・金属標・木杭等 
街路・道路・河川事業で確定した直線上

の筆界点 

ＬＫ・ＲＫ 木杭・タック等 確定した事業区域内の筆界点 

Ｍ コンクリート標・金属標木杭等 
市有地及び民有地において確定した、道

路境界点以外の筆界点 

計算点 

(仮設点) 
Ｋ 必要に応じて仮杭で明示 

計算点及び未確定の筆界点 

※ＫＮ・ＫＬ・ＫＲなど 

 

【合せ記号の意味】 

(1)​調査測量等において設定したＫ（計算）点について、関係地権者の承諾により確定に至った

場合に、頭にＬ・Ｒを加え、確定点を意味するＬＫ・ＲＫ となる。 

(2)​確定を前提として成果を作成したものの、最終的に承諾が得られなかった場合は、予定して

いた記号（Ｎ・Ｌ・Ｒ）の頭にＫを加えて、ＫＬ・ＫＲ・ＫＮ となる。  
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

表－２　図中 記号一覧表 

名称 記号 適用 

図

中

記

号 

起点・終点 ＢＰ・ＥＰ 路線測量において仮杭等で明示 

交点 ＩＰ 路線測量において必要に応じて仮杭等で明示 

中心点 ＳＰ 路線測量において仮杭等で明示 

円曲線の 

始点・終点 
ＢＣ・ＥＣ 

単曲線区間 

路線測量において仮杭等で明示 

緩和曲線の 

始点・終点 
ＢＴＣ・ＥＴＣ 

緩和曲線区間 

路線測量において仮杭等で明示 

曲線半径 Ｒ  

方向角 Ｚ 平面直角座標系の北（Ｘ軸）から時計回りの角度 

交点・折点間 

延長 
ＣＤ 

交差点・折点等の点間距離 

※詳細については「道路台帳作成要綱」参照のこと 

区域区間延長 Ｄ 
区域区間の始・終端間の距離 

※詳細については「道路台帳作成要綱」参照のこと 

 

【図中の記号と表示の変遷（参考）】 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

表－３　資料コード表（基準点測量、用地【調査・確定】測量） 

資料名 資料コード 
○：公開　×：非公開 

適用 
調査測量 確定測量 

位置図 ００ × ○ 作業要領 様式12 

１～３級基準点経路図 

０１ × ○ 

作業要領 様式14・15 

１～３級基準点網図 作業要領 様式16・17 

基準点の“点の記” 
作業要領 様式２～５ 

※ 永久標に限る 

４級基準点経路図 
０８ × ○ 

作業要領 様式14・15 

４級基準点網図 作業要領 様式16・17 

精

査

過

程

図 

過年度成果一覧表 
１４：調査 

 

１５：確定 

× 〇 

作業要領 様式19 

基準線設定図 作業要領 様式21 

街区図 作業要領 様式22 

各筆図 １８ × × 作業要領 様式23 

成

果

表 

Ｔ,ＴＡ ２６ × ○ 

作業要領 様式27 

Ｎ,Ｌ,Ｒ 
２７ × ○ 

５７ × × 

Ｃ  
２８ × ○ 

５８ × × 

ＤＥ,Ｅ 
２８ × ○ 

５８ × × 

Ｍ,ＬＭ,ＲＭ,ＬＫ,ＲＫ 
２９ × ○ 

５９ × × 

Ｓ 
３０ × ○ 

３２ × × 

Ｋ ３１ × × 

用地平面図 
４７ × ○ 作業要領  

図－６,７,８,10,16 ５１ × × 

用地実測図 
４８ × ○ 作業要領 

図－５,９,11,17,19 ４９ × × 

 

注 調査と確定で資料コードが異なる項目について、調査測量の成果を基に確定に至った場合は、業

務内容に適した資料コードに改めること。  
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

表－４　資料コード表（区画整理事業、地籍調査事業、開発行為） 

 

1.​区画整理事業 

資料名 資料コード ○：公開　×：非公開 適用 

街区計算書 ４４ ○  

各筆計算書 ４５ ○  

再計算 ５６ 〇  

(1)​納品形態はＰＤＦ紙ベースとする。 

(2)​使用する色は、黒（モノクロ２値）とすること。 

(3)​用紙のサイズは、Ａ４版又はＡ３版（横長）を標準とする。 

 

2.​地籍調査事業 

資料名 資料コード ○：公開　×：非公開 適用 

精査過程図 １５ ○ 
街区番号一覧図、街区図 

面積計算書 

(1)​納品形態はＰＤＦ紙ベースとする。 

(2)​使用する色は、黒（モノクロ２値）とすること。 

(3)​用紙のサイズは、Ａ４版又はＡ３版（横長）を標準とする。 

 

3.​開発行為 

資料名 資料コード ○：公開　×：非公開 適用 

開発行為 ５４ ○ 
完了検査願書、審査書、 

街区図、成果表 

(1)​納品形態はＰＤＦ紙ベースとする。 

(2)​使用する色は、黒（モノクロ２値）とすること。 

(3)​用紙のサイズは、Ａ４版又はＡ３版（横長）を標準とする。  
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－１　街路・道路事業における境界点記号の配点例 

 

記号（確定点）：Ｌ・Ｒ・ＬＭ・ＲＭ・ＬＫ・ＲＫ・Ｍ・Ｓ・ＳＰ 

　　（計算点）：Ｋ・ＫＳ・（ＳＰ） 

　　（既設点）：Ｅ・ＤＥ・Ｃ 

 

1.​関係権利者の確認（承諾）が得られなかった点について、頭にＫを付け加えること。 

2.​用地確定ラインの境界点（Ｍ）について、過年度にＫ点が付されている場合は、頭にＭの記号を

加えて、ＭＫとすることができる。 

3.​用地幅杭が必要な場合は、作業規程 第655条に従って、中心点等から中心線に直交する方向の用

地幅杭点に設置するものとする。 

4.​中心点（ＳＰ）は、設計図書及び担当職員の指示により設置するものとする。  
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－２　河川事業における境界点記号の配点例 

 

記号（確定点）：Ｌ・Ｒ・ＬＭ・ＲＭ・ＬＫ・ＲＫ・Ｍ・Ｓ・ＳＰ・ＩＰ 

　　（計算点）：Ｋ・ＫＳ・（ＳＰ） 

　　（既設点）：Ｅ・ＤＥ・Ｃ 

 

 

1.​関係権利者の確認（承諾）が得られなかった点について、頭にＫを付け加えること。 

2.​用地確定ラインの境界点（Ｍ）について、過年度にＫ点が付されている場合は、頭にＭの記号を

加えて、ＭＫとすることができる。 

3.​中心点（ＳＰ）及び交点（ＩＰ）は、設計図書及び担当職員の指示により設置するものとする。 

4.​用地幅杭が必要な場合は、作業規程 第655条に従って、中心点等から中心線に直交する方向の用

地幅杭点に設置するものとする。  
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－３　市道認定又は道路台帳整備事業における境界点記号の配点例 

 

記号（確定）：Ｎ・Ｍ・Ｓ 

　　（計算）：Ｋ・ＫＳ 

　　（既設）：Ｅ・ＤＥ・Ｃ 

 

 

1.​開発行為各境界点の番号は、道路形態が異なるごと（隅切り部・屈曲部・不定幅等）、又は分筆

等の対象地ごとに、起点側から時計回りで整理すること。 

2.​認定（予定）区域内に未処理用地がある場合は、その境界点についても全てＫ点（時計回り）で

整理すること。 

3.​詳細については、道路台帳作成要領を参照のうえ、担当職員と協議すること。  
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－４　一筆地等における境界点記号の配点例 

 

記号（確定点）：Ｎ・Ｍ・Ｓ 

　　（計算点）：Ｋ・ＫＳ 

　　（既設点）：Ｅ・ＤＥ・Ｃ 

 

1.​境界点の一部が道路境界点と一致する場合 

 

 

2.​直線の道路境界線に接する土地の場合 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－５　敷地図・求積図　標準レイアウト 

 

 

1.​本市の業務で作成する敷地図及び求積図に、下記事項を記載すること。 

(1)​調査測量（敷地図）の場合 

① 既認定道路の区域内に路線名・路線番号・幅員。 

② 境界線に記入する辺長は、公図辺長とする。 

③ 区界・町界線、及び区名・町名・条・丁目・地番等の情報。 

④ 既設境界標（所定の記号で表現すること。） 

(2)​確定測量（求積図）の場合は、さらに次の事項について描き加えること。 

① 事業計画に基づく中心線・用地幅杭線・事業区域界・幅員等。 

② 事業計画に基づいて確定された境界点。（所定の記号で表現すること。） 

③ 事業計画に基づく潰地の辺長、及び親地番。 

④ 確定成果に基づく辺長。 

⑤ 設置する境界標の種類を示す記号。 

⑥ 確定成果に基づく求積表。 

2.​求積表は、所在・地番・地目・地積・潰地積・残地積等について、町名・条・丁目・地番の若い

方から記入すること。 

なお、所有者の記入については、担当職員の確認を得ること。 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－６　平面図　標準レイアウト 

 

 

1.​本市の業務で作成する用地平面図は、敷地図及び求積図に現況地物をはじめ、下記事項を重ねて

記載すること。 

(1)​調査測量の場合 

① 既認定道路の路線名・路線番号・幅員に加えて道路基準（中心）点・中心線を記入す

る。 

② 交差点又は折点ごとに、中心線の方向角(Ｚ)及び点間距離（ＣＤ）を記入する。 

③ 地物のうち建物については居住者名及び構

造・階層を示す略号を記入し、屋根の勾配を

矢印で示すこと。 

④ 電柱・共架柱等（管理番号） 

⑤ 地下埋設物（種別）　⇒　設計図書又は担当

職員の指示がある場合。 

(2)​確定測量の場合は、さらに次の事項について描

き加えること。 

① 事業計画に基づく用地幅杭線・事業区域界・

幅員に加え、中心線及び方向角（Ｚ）並びに

点間距離（ＣＤ）を記入する。 

② 曲線条件表及び基準点（中心点）中心点)成

果表。 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－７　道路台帳図　標準レイアウト 

 

 

1.​図面の上側を概ね北方向として描画することとするが、道路の屈曲が大きい場合、又は図面が複

数枚になる場合は、この限りでない。 

2.​凡例は、道路台帳図用の凡例を使用すること。 

3.​道路敷地面積表は、所在・所有者・地番・地目・地積・潰地積・残地積等について、路線の起点

側から記入すること。 

4.​道路構造物又は付属物の形状を調査する必要がある場合は、道路基準線（中心線）における延

長、幅員、高さ、断面形状等について観測した結果を記入すること。 

ただし、高さ・幅・距離等の測定誤差の許容範囲は1／500以内とし、単位はcmとする。 

5.​道路台帳作成要綱及びサンプル図が必要な場合は、担当職員に申し出ること。 

6.​図面の仕上りや記載事項について、担当職員及び建設局総務部道路認定課台帳係の確認を得るこ

と。 

7.​成果表の右肩に、座標系及び測地系の種別を明記すること。 
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 成果表 
座標系：Ⅻ 

測地系：世界測地系 

№ Ｘ座標 Ｙ座標 備考 № Ｘ座標 Ｙ座標 備考 

        

        



札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－８　河川台帳図　標準レイアウト（河川管理台帳図：北海道様式） 

 

1.​北海道様式：河川管理台帳図の記載事項 

(1)​住所・地番………すべての土地について記入する。 

(2)​辺長………………河川区域界の辺長のみ記入する。（河川区域と接していない土地は不要） 

(3)​所有者名…………河川区域内及び河川区域と接する土地について記入する。 

(4)​道路・河川名……図中全ての道路及び河川の名称を記入する。 

(5)​橋梁名……………対象河川に架かる全ての橋梁名を記入する。 

(6)​定規図……………断面形状が異なるごとに記入する。 

(7)​落差工・排水工…旗上げ表示のうえ、追加距離・管径・落差等の寸法を記入する。 

(8)​接合線……………図面が複数枚になる場合は、図割り及び接合線を記入する。 

2.​定規図及び落差工・排水工等の詳細図は、関係部局（下水道河川局事業推進部河川事業課または

河川管理課）より取得した設計図（竣工図）をもとに描画するものとするが、現地の形状と明ら

かに異なる場合は、実測をもとに記入すること。 

また、詳細図を記入しない場合は、担当職員及び関係部局の指示により、図中にスペースを空け

ておくものとする。 

3.​本様式のサンプル図が必要な場合は、担当職員に申し出ること。 

4.​図面の仕上がりについて、担当職員及び関係部局の確認を得ること。 
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図－９　河川台帳図　標準レイアウト（用地敷地図：北海道様式） 

 

1.​北海道様式：用地敷地図の記載事項 

(1)​住所・地番……すべての土地について記入する。 

(2)​辺長……………河川区域界及び河川区域と接する土地の辺長のみ記入する。 

(3)​所有者名………河川区域内及び河川区域と接する土地について記入する。 

(4)​道路・河川名…図中全ての道路及び河川の名称を記入する。 

(5)​接合線…………図面が複数枚になる場合は、図割り及び接合線を記入する。 

2.​本様式のサンプル図が必要な場合は、担当職員に申し出ること。 

3.​図面の仕上がりについて、担当職員及び関係部局（下水道河川局事業推進部河川事業課または河

川管理課）の確認を得ること。 
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図－１０　河川台帳図　標準レイアウト（河川管理台帳図：札幌市様式） 

 

1.​札幌市様式：河川管理台帳図の記載事項 

(1)​ 住所・地番………すべての土地について記入する。 

(2)​ 辺長………………すべて不要である。 

(3)​ 所有者名…………河川区域と接する土地について記入する。（河川区域内は不要） 

(4)​ 道路・河川名……図中全ての道路及び河川の名称を記入する。 

(5)​ 橋梁名……………対象河川に架かる全ての橋梁名を旗上げ記入する。 

(6)​ 定規図……………断面形状が異なるごとに記入する。 

(7)​ 落差工・排水工…旗上げ表示のうえ、追加距離・管径・落差等の寸法を記入する。 

(8)​ 接合線……………図面が複数枚になる場合は、図割り及び接合線を記入する。 

(9)​ 施工情報…………図面上部余白に改修工事の施工年度・施工延長・施工課名を記入する。 

(10)​ 位置図……………図面の余白に1/10000程度の位置図を記入する。（14㎝×14㎝） 

(11)​ 占用許可物件……河川管理者において許可した整理番号を記入する。 

2.​定規図及び落差工・排水工等の詳細図は、関係部局（下水道河川局事業推進部河川事業課または

河川管理課）より取得した設計図（竣工図）をもとに描画するものとするが、現地の形状と明ら

かに異なる場合は、実測をもとに記入すること。 

また、詳細図を記入しない場合は、担当職員及び関係部局の指示により、図中にスペースを空け

ておくものとする。 

3.​本様式のサンプル図が必要な場合は、担当職員に申し出ること。 

4.​図面の仕上がりについて、担当職員及び関係部局の確認を得ること。 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－１１　河川台帳図　標準レイアウト（敷地図：札幌市様式） 

 

1.​札幌市様式：敷地図の記載事項 

(1)​住所・地番……すべての土地について記入する。 

(2)​辺長……………図中すべての土地について記入する。 

(3)​所有者名………河川区域内及び河川区域と接する土地について記入する。 

(4)​道路・河川名…図中全ての道路及び河川の名称を記入する。 

(5)​接合線…………図面が複数枚になる場合は、図割り及び接合線を記入する。 

(6)​位置図…………図面の余白に1/10000程度の位置図を記入する。（14㎝×14㎝） 

2.​本様式のサンプル図が必要な場合は、担当職員に申し出ること。 

3.​図面の仕上がりについて、担当職員及び関係部局（下水道河川局事業推進部河川事業課または河

川管理課）の確認を得ること。 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－１２　学校管理図　標準レイアウト（現況図） 

 

 

 

学校管理図（現況図）の記載事項 

1.​用紙サイズは、Ｂ４版とする。 

2.​すべての境界線の辺長は不要である。 

3.​学校用地の境界線を黒太線とし、その他の境界線より強調すること。 

4.​図面の右上に求積表を記入すること。 

5.​図面の余白に境界点成果表を記入し、右肩に測地系の種別を明記すること。 

6.​遊具等の名称を記入すること。 

7.​樹木は、所定の地図記号で真位置に描画するものとするが、生垣・寄植え等の場合は範囲を示す

こと。 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－１３　学校管理図　標準レイアウト（求積図） 

 

 

 

学校管理図（求積図）の記載事項 

1.​用紙サイズは、Ｂ４版とする。 

2.​図中すべての境界線の辺長を記入すること。 

3.​学校用地の境界線を黒太線とし、その他の境界線より強調すること。 

4.​図面の右上に求積表を記入すること。 

5.​図面の余白に境界点成果表を記入し、右肩に測地系の種別を明記すること。 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－１４　公園管理図　標準レイアウト（敷地図） 

 

 

都市公園台帳敷地図の記載事項 

1.​用紙サイズは、Ｂ４版とする。 

2.​図中すべての境界線の辺長を記入すること。 

3.​境界標の状態について調べ、埋設状況別に番号を記入すること。 

4.​面積は用地測量の結果をもとに記入するものとするが、実測を伴わない場合は、登記されている

面積を記入すること。 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－１５　住宅課 管理図　標準レイアウト（位置図） 

 

 

住宅管理図（位置図）の記載事項 

1.​用紙サイズは、Ｂ３版とする。 

2.​位置図は、地図情報レベル5000程度とし、対象地を黒太線で囲むこと。 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－１６　住宅課 管理図　標準レイアウト（現況平面図） 

 

 

 

住宅管理図（現況平面図）の記載事項 

1.​用紙サイズは、Ｂ３版とする。 

2.​住宅課管理用地の区域界についてのみ辺長を記入すること。 

3.​敷地内の遊具、その他の施設の名称を記入すること。 

4.​樹木は、所定の地図記号で真位置に描画するものとするが、生垣・寄植え等の場合は範囲を示す

こと。 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－１７　住宅課 管理図　標準レイアウト（求積図） 

 

 

 

住宅管理図（求積図）の記載事項 

1.​用紙サイズは、Ｂ３版とする。 

2.​図中全ての境界線について辺長を記入すること。 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－１８　住宅課 管理図　標準レイアウト（求積表） 

 

 

 

住宅管理図（求積表）の記載事項 

1.​用紙サイズは、Ｂ３版とする。 

2.​図面の余白に成果表を記入し、右肩に測地系の種別を明記すること。 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－１９　消防管理図　標準レイアウト（用地敷地求積図） 

 

 

用地敷地求積図の記載事項 

1.​用紙サイズは、Ｂ４版とする。 

2.​図中すべての境界線の辺長を記入すること。 

3.​図面の余白に成果表及び求積表を記入し、右肩に測地系の種別を明記すること。 

4.​面積は用地測量の結果をもとに記入するものとするが、実測を伴わない場合は、登記されている

面積を記入すること。 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－２０　境界精査図　標準レイアウト 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－２１　タイトルＢＯＸ１（平面図・敷地・求積図 共通） 

 

区コード（道路台帳図共通） 

区　名 コード 区　名 コード 区　名 コード 区　名 コード 

道　道 ００ 北　区 ２０ 厚別区 ４５ 南　区 ６０ 

複数区 ００ 東　区 ３０ 豊平区 ５０ 西　区 ７０ 

中央区 １０ 白石区 ４０ 清田区 ５５ 手稲区 ７５ 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－２２　タイトルＢＯＸ２（後続業務・小規模業務） 
 

【後続業務用 タイトルＢＯＸ】 

 

測量台帳コード 
区コード 

― 
    

業　　務　　名 
 

 

区　　　　　域  

作　業　機　関 TEL　　－　　　　　 

業　務　年　月 令和　　年　　月 ～ 令和　　年　　月 

所 管 課 所 名 札幌市　　局　　部　　課 

 

1.​ タイトルＢＯＸの幅は、図－２１と同様とする。 

2.​ 記載事項については、担当職員と協議すること。 

 

 

 

【小規模業務用 タイトル（例）】 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－２３　タイトルＢＯＸ３（道路台帳図） 
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区　名 コード 

道　道 ００ 

複数区 ００ 

中央区 １０ 

北　区 ２０ 

東　区 ３０ 

白石区 ４０ 

厚別区 ４５ 

豊平区 ５０ 

清田区 ５５ 

南　区 ６０ 

西　区 ７０ 

手稲区 ７５ 



札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－２４　タイトルＢＯＸ４（河川台帳図） 

 

【北海道様式】 

年　度 令和　　年度 

河川名 川水系　　　　　川 

工事名  

図面名  縮尺 1：500 

図面番号 
総番号 種別番号 

全葉の内号 全葉の内号 

測量年月 令和　　年　　月 

測量者名  

北海道空知総合振興局札幌建設管理部 

 

資料図  

 

 

 

 

【札幌市様式】 

整理番号 
区コード 

― 
     

年度 令和　　年度 

河川名 川水系　　　　　川 

図面名  縮尺 1：500 

図面番号 
総番号 種別番号 

全様の内号 全様の内号 

測量年月 令和　　年　　月 

測量者  

札幌市下水道河川局事業推進部 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－２５　凡　例（平面図・河川台帳図　共通） 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－２６　凡　例（道路台帳図） 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－２７　測量成果物を納める文書整理箱のラベル 

 

文書整理箱ラベル 

 

※ 寸法(Ｈ･Ｌ･Ｗ)については、Ａ３ファイル及び図面が無理なく収まるサイズであること。 

 

 

箱ラベル（大） 

※ 縮小版も同様とする。 

 

測量台帳コード ※​ 担当職員に確認すること 

測量実施箇所 
※​ 上段：区コード 

※​ 下段：地区名又は路線名 

測量作業機関名 ※​ 名称等を記入　 

道路台帳コード  

業　　　務　　　名 

備考（測量成果品目録） 

 

- 104 - 



札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－２８　測量成果物を綴る文書ファイルのラベル 

 

文書ファイルのラベル 

 

 

表紙ラベル 

 

令和　　　年度 

業務名 
（測量コード番号） 

 

ファイル名 
 

 

計画機関  

作業機関 （受託者名） 
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札幌市公共測量作業要領 第Ⅸ章 成果物の編集 

図－２９　測量成果物を格納する電子記録媒体のラベル 

 

１．ＣＤ－Ｒ表面の表示方法 

 

 

注１　ＣＤ－Ｒにサインする場合は、表面（記録面）を傷めないよう注意すること。 

注２　シール等の貼り付けは禁止とする。​  

 

 

２．ＣＤケースのラベル 

 
 

※​ ＣＤ－Ｒを保護できるハードケースであれば、薄型ケースでもよい。 
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様　式　集 
 

 

 
 

 

​
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様式１　建標承諾書 

 

 

 

建　標　承　諾　書 
 

 

令和　　年　　月　　日 

（あて先）札幌市長　　　　　　　　 

 

所有者　住所 

 

氏名　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

基　準　点 

水　準　点　の名称及び番号 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　 

名　　称 標識番号 

 

 

 

 

所　　　在　　　地 地　　目 

 

　　　区 

 

 

 

 

 

 

 

上記所有地内に、札幌市○○点の標識を設置することを承諾する。 

 
注：この標識は、市で設置したもので各種測量の基準となる重要な標識でありますから、動かした

り破損したりしないよう御注意願います｡ 

また、人為的に移動、破損のおそれがある時は、市○○局○○部○○課へ御連絡願います。 

 
 

※1​ Ａ４版（縦長）とする。 
※2​ 氏名には、本人の署名又は押印が必要。  
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様式２　札幌市公共基準点 成果表及び点の記 

 

 

札幌市 公共基準点 測地成果2011 

成果表及び点の記 
世界測地系 

点　名 
（　　　　　） 

 

1/5,000図面番号 点の型式 

  

所在地  地　目  

所有者  

　　　　　　　　　　　　　　成　　果　　表　　　　　　　　　　　　　　ｍ 

座 標 系（Ⅻ）　　　　　 　　　　　　　　　　　　　   Ⅹ＝－ 　　　

　・ 

　　B= 　　°　　′　　″　　　　　　縮尺係数　　　　  Ｙ＝－　　　　 ・ 

　　L= 　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝ 　　　　 Ｈ＝－ 　　　　・ 

『ジオイド・モデル2011 ver2.1』　　　　　　　　　　　ジオイド高＝ 

視 準 点 名 方　　向　　角 球 面 距 離 備　　考 

真北方向角 　　 °　　　′　 　″ 
ｍ  

Ｎ　    　　　　　　　　　　　点　の　記　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写 真） 

選　点 令和　 　年　 　月　　  日 選　点　者  

埋　標 令和　 　年　 　月　　  日 埋　標　者  

観　測 令和　 　年　 　月　　  日 観　測　者  
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様式３　基準点 成果表及び点の記（ＴＳ等） 

 

基準点成果表及び点の記 

点　　　名 1/50,000図面番号 点の型式 

   

所在地   地　目  

所有者    

　成　　果　　表　　　　　　　　　　　　　ｍ 

測地系　：　世界測地系　　　　　　　　　　　　　　 Ⅹ＝－ 　　　　・　　　　 

　　平面直角座標系：Ⅻ系　　　　　 　　　　　　　　　　Ｙ＝－　　　　 ・　　　　 

　　Ｂ= 　　　　　　　　　　　縮尺係数＝　　 　　　　　Ｈ＝－ 　　　　・　　　　 

Ｌ= 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ジオイド高　　　　 　　　 

柱石長　　　　　　 　　　 

視 準 点 名 方　　向　　角 距　　　離 備　　考 

 ＋　　　°　　′　　″ 　ｍ  

  　　　　

　　 

   

   

Ｎ　　　　　要　図（縮尺：1/　　　） 

 

 

 

 

 

地図整備（図根点）の場合は 

『近景写真』を添付 

 地図整備（図根点）の場合は 

『遠景写真』を添付 

 

 

 

 

 

​ 

選　点 令和　 　年　 　月　　  日 選　点　者  

設　置 令和　 　年　 　月　　  日 設　置　者  

観　測 令和　 　年　 　月　　  日 観　測　者  

改　埋 令和　 　年　 　月　　  日 改　埋　者  

改　埋 令和　 　年　 　月　　  日 改　埋　者  

 

※1​ Ａ４版（縦長）とする。 

※2​ 本様式は、ＴＳ等による測量で、基準点（永久標識）を設置した場合に適用する。 

※3​ 本様式は、地図整備事業で「図根点」を設置する場合に準用する。  
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様式４　基準点 成果表及び点の記（ＧＮＳＳ） 

 

基準点成果表及び点の記 

点　　　名 1/50,000図面番号 点の型式 

   

所在地  地　目  

所有者   

　成　　果　　表　　　　　　　　　　　　　ｍ 

測地系　：　世界測地系　　　　　　　　　　　　　　 Ⅹ＝－ 　　　　・　　　　 

　　平面直角座標系：Ⅻ系　　　　　 　　　　　　　　　　Ｙ＝－　　　　 ・　　　　 

　　Ｂ= 　　　　　　　　　　　縮尺係数＝　　 　　　　　Ｈ＝－ 　　　　・　　　　 

Ｌ= 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ジオイド高　　　　 　　　 

柱石長　　　　　　 　　　 

視 準 点 名 方　　向　　角 距　　　離 備　　考 

 ＋　　　°　　′　　″ 　ｍ  

 

 

アンテナ高 

ｍ 

  　　　　

　　 

   

   

Ｎ　　　　　要　図（縮尺：1/　　　） 

 

 

 

 

 

地図整備（図根点）の場合は 

『近景写真』を添付 

 地図整備（図根点）の場合は 

『遠景写真』を添付 

 

 

 

​  

選　点 令和　 　年　 　月　　  日 選　点　者  

設　置 令和　 　年　 　月　　  日 設　置　者  

観　測 令和　 　年　 　月　　  日 観　測　者  

改　埋 令和　 　年　 　月　　  日 改　埋　者  

改　埋 令和　 　年　 　月　　  日 改　埋　者  

 

※1​ Ａ４版（縦長）とする。 

※2​ 本様式は、ＧＮＳＳ測量で、基準点（永久標識）を設置した場合に適用する。 

※3​ 本様式は、地図整備事業で「図根点」を設置する場合に準用する。  
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様式５　水準点の記 

 

水　準　点　の　記 

標識番号 第　　　　　　　号 
1/50,000 

図面番号 
 

所　在　地 
 

 地　目  

所　有　者 
 

 

標識の種類 石　　標　・　金属標 埋設法 地上(保護石　　　個)・地下 

選　　　点 令和　　年　　月　　日 選 点 者  

設　　　置 令和　　年　　月　　日 設 置 者  

観　　　測 令和　　年　　月　　日 観 測 者  

旧　埋　設  

周辺の目標  

そ　の　他 

測地系（世界・日本）　座標系（　Ⅻ　） 

X＝ 

Y＝ 

隣接点との距離 (　　　　：　　　㎞) 　(　　　　：　　　㎞)　 (　　　　：　　　㎞) 

備　　　考 
 

 

　 

 Ｎ　　　　要　図（縮尺：1/　　　） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1​ Ａ４版（縦長）とする。 

※2​ 本様式は、水準測量で、水準点（永久標識）を設置した場合に適用する。 

※3​ 本様式は、路線測量で、仮ＢＭを設置した場合に準用する。  
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様式６　公共基準点使用承認申請書 

 

課 長 係 長 係  

   

本件承認してよろしいか 

 

 
公共基準点 使用承認申請書 

 

 

年　　月　　日 

 

（あて先）札幌市長 　　　　　　　 

住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　 

委託者 機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　 

代表者　　　　　　　　　　　　 　　　 　 

電　話　　　（　　　）　　　　　　　　　 

 

 

公共基準点の使用について下記のとおり申請します。 
 

 

使用責任者 

会社名： 

氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土地家屋調査士，測量士・補） 

電　話：　　　　　　　　　　　FAX： 

E-mail： 

使用目的 

 

委託先担当者 

（ 　　　　　） 

使用期間 　　　　年　　 月　　 日　～　　　　年　　 月　　 日 （ 　　日間） 

使用する公共基

準点の標識番号

及び名称 

 

№  №  №  № 

 

 

№ 

 

№ 

 

№ 

 

№ 

 

    

使用点数 計 　　　　　　　点 受　付　印 
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様式７　公共基準点使用承認書 
 

 
承認番号　　　　　　号 

年　　月　　日 

（申請者）　　 　　　　　　　様 

 

札幌市長　　　　　　　　　　　 　　 

 

公共基準点 使用承認書 
 

公共基準点の使用を下記のとおり承認します。 

 

使用責任者 

会社名： 

氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土地家屋調査士，測量士・補） 

電　話：　　　　　　　　　　　FAX： 

E-mail： 

使用目的 

 

委託先担当者 

（ 　　　　　） 

使用期間 　　　　年　　 月　　 日　～　　　　年　　 月　　 日 （ 　　日間） 

使用する公共基

準点の標識番号

及び名称 

 

№ 

 

№ 

 

№ 

 

№ 

 

 

№ 

 

№ 

 

№ 

 

№ 

 

    

使用点数 計 　　　　　　　点 

使 用 条 件 
 

１ 設置箇所への立入 

公共基準点の使用にあたり、特に学校・社寺及び民地等に設置してある点については、あらかじめ使

用者から土地の所有者（管理者を含む）へ作業計画を伝え、事前に了解を得てから立ち入ること。 

２ 使用承認書の携行 

本承認に基づく測量作業中は、本承認書を必ず携行すること。 

３ 保全 

公共基準点保護蓋の着脱等取扱いについては破損の無いよう注意し、周辺を汚さぬよう作業するこ

と。また、使用後は必ず施錠すること。 

４ 報告書の提出 

本承認に基づく測量作業終了後、直ちに「公共基準点使用（利用）報告書」を提出すること。 

５ 疑義の協議 

公共基準点の使用に際し、疑問等がある時は、建）管理測量課と協議すること。 
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様式８　公共基準点使用通知書 
 

 
事　務　連　絡 

年　　月　　日 

区 土木部 

　　　　　　　　　　　　　様 

 

建設局土木部管理測量課長 

 

公共基準点 使用（利用）通知書 
 

下記の公共基準点において、測量作業が実施される予定がありますので、通知いた

します。 

 

記 

 

使用(利用) 

責任者 

 

会社名： 

氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土地家屋調査士，測量士・補） 

電　話：　　　　　　　　　　　FAX： 

E-mail： 

承認番号 

(契約番号) 
　　　　　　　　　　　号 

使用(利用)期間 　　　　年　　 月　　 日　～　　　　年　　 月　　 日 （ 　　日間） 

使用(利用)する

公共基準点の標

識番号及び名称 

 

№ 

 

№ 

 

№ 

 

№ 

 

 

№ 

 

№ 

 

№ 

 

№ 

 

     

記　　事  

※1​ 本様式は、公共基準点の使用又は利用に適用する。  
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様式９　公共基準点使用報告書 

 

課　長 係 長 係 

   

 

 

公共基準点 使用（利用）報告書 
 

年　　月　　日 

（あて先）札幌市長 　　　　　　　 

住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　 

委託者 機関名 

(又は利用者名)　　　　 　　　　　　　　　　 

代表者　　　　　　　　　　　　 　　　 　 

電　話　　　（　　　）　　　　　　　　　 

 

公共基準点の使用（利用）結果について下記のとおり報告します。 

 

使用(利用) 

責任者 

会社名： 

氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土地家屋調査士，測量士・補） 

電　話：　　　　　　　　　　　FAX： 

E-mail： 

使用(利用)目的  

使用(利用)期間 　　　　年　　 月　　 日　～　　　　年　　 月　　 日 （ 　　日間） 

公共基準点 

の標識番号 

及び名称　 

 
№ 

 
№ 

 
№ 

 
№ 

 

 
№ 

 
№ 

 
№ 

 
№ 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

使用(利用)点数 計 　　　　　　　点 

使用承認年月日

及び承認番号 
令和　　年　　月　　日（承認番号　　　　　　　　　号） 

結　　果 

（精　度） 

標識番号（経路別） 精　度 注 

№　　　　　　　　　　～　№ １： 

№　　　　　　　　　　～　№ １： 

№　　　　　　　　　　～　№ １： 

№　　　　　　　　　　～　№ １： 

№　　　　　　　　　　～　№ １： 

№　　　　　　　　　　～　№ １： 

特記事項 

（不使用点、故障点、異常点、地表面からの凹凸の状況を

記載） 
受 付 印 

 

 

 

 

 

※1​ 精度の分母は、路線長（ｍ）を閉合差（ｍ）で割った値とする。

なお、精度が算出できない場合は、精度なしと記載する。 

※2​ 経路図及び使用結果（精度）が分かる資料（点検計算書、精度管

理表、精度管理図等）を添付すること。 
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様式10　街区基準点使用承認申請書 

 

 

 

街区基準点使用承認申請書 
令和　　年　　月　　日　 

（あて先）札幌市長　　　　　　　 

委託者　住　所　 

名　称　 

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　 

　街区基準点管理保全要綱第４条第１項の規定により札幌市街区基準点等の使用について、下記の

とおり申請します。 

使用目的  

使用期間 令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日まで 

測量地域  

使用する街区基準点等 
 

計　　　点　 
測 
量 
計 
画 
機 
関 

名　　　称  

代表者氏名  

所　在　地 ℡ 

測 
量 
作 
業 
機 
関 

名　　　称  

担当者氏名  

所　在　地 ℡ 

備　　　　　　考 
注１　本件申請書は、２部提出してください。 

２　使用する街区基準点等の配置図を添付してください。  

住　所 

委託者　名　称 

氏　名 

 

上記の札幌市街区基準点については、使用条件を附して承認します。 

 

 

札　幌　市　長 

 

 

街区基準点使用条件 

 承　認　印 

 

1​ 街区基準点の使用にあたっては、作業者は立入る施設の管理者にあらかじめ計画機関名、作業機関名、作業目的、連絡先な

どを連絡し、立ち入りの承諾を得ること。 

2​ 施設内の立ち入りは、日曜祭日を除く午前９時から午後５時までを原則とする。ただし、管理者から指定された場合はそれ

に従うこと。 

3​ 街区基準点の使用時は使用承認書を常時携行すること。 

4​ 使用にあたっては街区基準点の取り扱いに留意し保全に努めるとともに、周辺を汚さないよう努めること。 

5​ 基準点本体及び立ち入り施設に損害を与えた場合は、原形復旧すること。 

6​ 委託者は、測量標及びその周辺の現況や、測量付近に工事の予定がある場合は速やかに（建）管理測量課に連絡すること。 

7​ 委託者は、街区基準点の使用を完了したときは、街区基準点使用報告書（様式第２号）を（建）管理測量課に提出するこ

と。 
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様式11　街区基準点使用報告書 

 

 

 

街区基準点使用報告書 
 

令和　　年　　月　　日　 

（あて先）札幌市長 

 

委託者　住　所 

　　　名　称 

　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　担当者 

 

街区基準点管理保全要綱第４条第１項の規定により街区基準点等の使用結果を下記の

とおり報告します。 

使用目的  

使用期間 令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日まで 

測量地域  

使用した街区基準点等 
 

計　　点　 

使用承認年月日及び番号 令和　　年　　月　　日　札建管測承認第　　　　号 

測

量

作

業

機

関 

名　　　称  

担　当　者  

所　在　地 

 

℡ 

使　用　結　果 

（精　度） 

No.　　　～　No.　　　　相対精度1: 

No.　　　～　No.　　　　相対精度1: 

No.　　　～　No.　　　　相対精度1: 

No.　　　～　No.　　　　相対精度1: 

特　記　事　項 
（不使用点、故障点、異常点、歩道面からの凹凸の状況を記載） 

 

※1​ 精度の分母は、路線長（ｍ）を閉合差（ｍ）で割った値とする。なお、精度が算出できない

場合は、精度なしと記載する。 

※2​ 経路図及び使用結果（精度）が分かる資料（点検計算書、精度管理表、精度管理図等）を添

付すること。  
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様式12　位置図 

※　成果物一式を電子納品する場合は、

資料コード枠必要なし。 

 

 

 

※1​ Ａ４版又はＡ３版（横長）とする。（電子納品するＰＤＦファイルはＡ３版横長とする。） 

※2​ 現況図は、地図情報レベル2500から5000程度のものを標準として使用すること。 

※3​ 測量範囲を黒網掛け、当該地を黒太線又は黒塗りつぶしとする。  
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様式13　平均図 

 

 

 

 

※1​ Ａ４版又はＡ３版（横長）とする。（電子納品するＰＤＦファイルはＡ３版横長とする。） 

※2​ 現況図は、地図情報レベル2500から5000程度のものを標準として使用すること。  
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様式14　基準点経路図（ＴＳ等観測） 

※　成果物一式を電子納品する場合は、

資料コード枠必要なし。 

 

※1​ Ａ４版又はＡ３版（横長）とする。（電子納品するＰＤＦファイルはＡ３版横長とする。） 

※2​ 現況図は、地図情報レベル2500から5000程度のものを標準として使用すること。  
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様式15　基準点経路図（ＧＮＳＳ観測） 

※　成果物一式を電子納品する場合は、

資料コード枠必要なし。 

 

※1​ Ａ４版又はＡ３版（横長）とする。（電子納品するＰＤＦファイルはＡ３版横長とする。） 

※2​ 現況図は、地図情報レベル2500から5000程度のものを標準として使用すること。 

※3​ 電子基準点を使用する場合は、電子基準点までの経路を省略することができる。  
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様式16　基準点網図（ＴＳ等観測） 

※　成果物一式を電子納品する場合は、

資料コード枠必要なし。 

 

※1​ Ａ４版又はＡ３版（横長）とする。（電子納品するＰＤＦファイルはＡ３版横長とする。） 

※2​ 基準点間の方向角及び点間距離は不要とする。  
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様式17　基準点網図（ＧＮＳＳ観測） 

※　成果物一式を電子納品する場合は、

資料コード枠必要なし。 

 

※1​ Ａ４版又はＡ３版（横長）とする。（電子納品するＰＤＦファイルはＡ３版横長とする。） 

※2​ 電子基準点を使用する場合は、電子基準点までの経路を省略することができる。 

※3​ 基準点間の方向角及び点間距離は不要とする。  
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様式18（衛星情報関連様式） 

 

　　【１】 

 

 

　　【２】　　　　　　　　　　 　　　　　　【３】 
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　　【４】　　　　　　　　　　 　　　　　　【５】 

  

 

　　【６】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 基準点測量等をＧＮＳＳで行った場合は、観

測手簿に加えて、衛星情報に関する【１】か

ら【６】までの成果も納品すること。
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様式19　過年度成果一覧表 

※　成果物一式を電子納品する場合は、

資料コード枠必要なし。 

 

※1​ Ａ４版又はＡ３版（横長）とする。（電子納品するＰＤＦファイルはＡ３版横長とする。） 

※2​ 現況図は、地図情報レベル2500から5000程度のものを標準として使用すること。 

※3​ 過年度の測量範囲を黒網掛けで分類し、当該地を黒太線又は黒塗りつぶしとする。
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様式20　境界点成果対比表 

 

 

 

境界点成果対比表 
 

計算者  

点名 
実測座標値 

点名 
既知成果 ΔＸ 

ΔＹ 
点名 

図面読取座標値 ΔＸ 

ΔＹ 
点名 

確定座標値 
備考 

Ｘ Ｙ Ｘ Ｙ Ｘ Ｙ Ｘ Ｙ 

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

ΔＸ・ΔＹは『実測座標値－既知成果』、及び『図面読取座標値－既知成果』とする。 点検者  

 
有効データ数＝ 有効ｄｘ総和＝ 

有効ｄｙ総和＝ 

ｄｘ平均＝ 

ｄｙ平均＝   

 

 

※　Ａ４版、又はＡ３版（横長）とする。  
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様式21　基準線設定図 

※　成果物一式を電子納品する場合は、

資料コード枠必要なし。 

 

※1​ Ａ４版又はＡ３版（横長）とする。（電子納品するＰＤＦファイルはＡ３版横長とする。） 
※2​ 用地測量において同様の目的で作成した「道路基準点網図」及び「中心点網図」について

も、本様式を準用する。 

ただし、事業完了後に復元した道路中心点等を再観測して図化した中心点網図は、用地測量

成果に該当しないので、格納方法等について担当職員と協議すること。  
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様式22　街区図 

※　成果物一式を電子納品する場合は、

資料コード枠必要なし。 

 

※1​ Ａ４版又はＡ３版（横長）とする。（電子納品するＰＤＦファイルはＡ３版横長とする。） 
※2​ 公図辺長・計算辺長を記載すること。また、担当職員と協議の上、実測辺長及び既設境界標

の位置誤差を記載すること。 

※3​ 公簿面積と公図面積が異なる場合は、両方を記載し、公簿面積と計算面積との差分を記載す

ること。  
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様式23　各筆図 

※　成果物一式を電子納品する場合は、

資料コード枠必要なし。 

 

※1​ Ａ４版又はＡ３版（横長）とする。（電子納品するＰＤＦファイルはＡ３版横長とする。） 

※2​ 公図辺長・計算辺長を記載すること。また、担当職員と協議の上、実測辺長及び既設境界標

の位置誤差を記載すること。 

※3​ 公簿面積と公図面積が異なる場合は、両方を記載し、公簿面積と計算面積との差分を記載す

ること。  
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様式24　面積計算書 
 

 

※1​ Ａ４版、又はＡ３版（横長）とする。 

※2​ 地図訂正・地積更正の有無について記載すること。  
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様式25　求積表 

 

求　　積　　表 
所　　　在 所有者 

公　　　　　簿 実　　測　　地　　積 
備考 

地番 地目 地　積(㎡) 求　　積　　式 潰地積(㎡) 残地積(㎡) 

    公簿 

公図 

更正 

        

             

             

             

             

             

             

             

             

 

 

※　座標法（経緯距法）による記載例 
 

求　　積　　表 
所　　　在 所有者 

公　　　　　簿 実　　測　　地　　積 
備考 

地番 地目 地　積(㎡) 求　　積　　式 潰地積(㎡) 残地積(㎡) 

〇〇区 〇〇〇 〇〇 〇〇 〇－〇 〇〇 公簿 〇〇,〇〇 

公図 〇〇,〇〇 

更正 〇〇,〇〇 

点名 

Ｎ１ 

Ｎ２ 

Ｎ３ 

Ｎ４ 

・ 

・ 

Ｘ座標 

－〇〇〇,〇〇〇 

－〇〇〇,〇〇〇 

－〇〇〇,〇〇〇 

－〇〇〇,〇〇〇 

－〇〇〇,〇〇〇 

－〇〇〇,〇〇〇 

 

Ｙ座標 

－〇〇〇,〇〇〇 

－〇〇〇,〇〇〇

－〇〇〇,〇〇〇

－〇〇〇,〇〇〇 

－〇〇〇,〇〇〇 

－〇〇〇,〇〇〇 

(ΔＸ) 

〇〇〇〇 

〇〇〇〇

〇〇〇〇

〇〇〇〇 

〇〇〇〇 

〇〇〇〇 

(ΔＸ)×(Ｙ) 

〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇 

 

〇〇,〇〇 

 

〇〇,〇〇 

例）地図・地積 

更正 

 

※​ 担当職員と協議のもと、求積式を省略することも可。  
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様式26　測設図 

※　成果物一式を電子納品する場合は、

資料コード枠必要なし。 

 

※1​ Ａ４版又はＡ３版（横長）とする。（電子納品するＰＤＦファイルはＡ３版横長とする。）
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様式27　成果表 

※　成果物一式を電子納品する場合は、

資料コード枠必要なし。 

 

 

成果表 

（世界測地系） 

 

点名 Ｘ Ｙ 備考  点名 Ｘ Ｙ 備考  点名 Ｘ Ｙ 備考 

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

 

※1​ Ａ４版又はＡ３版（横長）とする。（電子納品するＰＤＦファイルはＡ３版横長とする。） 

※2​ 測地系の種別を明記すること。 

※3​ 成果表の列は、一頁あたり最大３列までとする。 

※4​ 資料コードが異なる成果は、それぞれ別ファイルに作成すること。 

なお、詳細は 作業要領 第Ⅸ章 成果の編集 表－１表－４ を参照すること。 

 

　【資料コード】 

２６：T，TA・TB・TC・・・ 

２７：N,L,R 

２８：C,E,DE 

２９：M,LM,RM,LK,RK 

３０：S 

３１：K（KN,KL,KRなど）  
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様式28　境界確認一覧表 

 

 
測量台帳コード 備　考 
  

境 界 確 認 一 覧 表 

 

 

 

※1​ Ａ３版（横長）を標準とする。 

※2​ 一覧表は２部作成する｡ 

ア　担当職員提出用　………… 境界確認書作成時にあわせて担当職員に提出する。（境界

確認願いとの契印は、上記の氏名欄に押す） 

イ　成果物（提出用）………… 確認結果・備考等を追記し、確認書（承諾書）ファイルの

最初に綴る｡ 

※3​ 整理番号欄 

確認書（承諾書）の綴り順に応じて整理番号を付ける｡ 

※4​ 備考欄の記載例 

① 不承諾理由 

② 土地所有者又は確認者の連絡先（ＴＥＬ） 

③ 土地所有者と確認者が異なる場合は、土地所有者から見た、確認者との関係 

　 親族等の場合：配偶者、子、親（親権者）、相続人、後見人、共有者代表、代理人等 

　 法人等の場合：代表者、社員、代理人、承継人等 

　 その他の場合：財産管理人、清算人、管理組合の役職等 

④ その他特筆すべき事項を記入する｡ 

※5​ 「立入通知」「確認書類」「結果」の各欄へ、それぞれの日付(月/日)を記入すること。
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様式29　境界確認のお願い 

札建管測　第　　　　　号 

令和　　年( 西暦 年)　　月　　日 

（土地所有者の氏名又は名称）　　様 

 

札幌市長　　　　　　　　　　㊞ 

 

境界確認のお願い 
 

日頃より､本市のまちづくりにご理解とご協力を頂き､有難うございます｡ 

さて､このたび　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 測量の結果、 

 

との境界（朱書）をご確認いただくため、別紙｢境界確認書｣をお送りさせていただきま

した。内容についてご確認いただきましたら、ご署名・ご捺印のうえご提出くださいま

すようお願いいたします｡ 

 

なお､ご不明の点がございましたら､下記へお問い合わせ下さい｡ 

 

記 

１．受託者 

　　会社名 

　　担当者 

　　電　話 

 

２．札幌市担当者 

　　所　属 

　　担当者 

　　電　話 

 

 

 

 

※1​ Ａ４版（縦長）とする。 

※2​ 本様式の添付図は、登記資料図面等を使用することを標準とする。  
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境界確認願い　枠内記入例 
 

１．境界確認の場合 

あなた様の所有地 札幌市　　区　　条　　丁目　　番 と隣接する｢学校用地・公園用地・住宅用

地・道路敷地等｣ 札幌市　　区　　条　　丁目　　番（別添、「登記資料図面等・実測図・土地所

在図」のとおり“分筆・地図訂正・地積更正等”） 

※　上記「」内は必要に応じて選択すること。また、登記申請を行う場合は、必要に応じて 

　　“ ”内を選択して追記すること。　 

 

２．寄付並びに分筆がともなう場合 

あなた様から寄付承諾をいただいておりました 札幌市　　区　　条　　丁目　番（別添、登記資

料図面等のとおり分筆）と隣接地　 

 

３．事業予定地の場合 

事業予定地 札幌市　　区　　条　　丁目　　番 （別添、登記資料図面等のとおり分筆）は、あ

なた様の所有地でありますが、その土地と隣接地 

 

４．境界確認が必要な対象地を多量に所有している場合 

　事業予定地 札幌市　　区　　条　　丁目　　番ほか　　筆（別紙添付）は、あなた様の所有地で

ありますが、その土地と隣接地 

【別紙添付例】 

事業予定地（所有地） 

土地の所在 地番 

札幌市○区 

○条○丁目 

●別添、登記資料図面等のとおり分筆 

○番○、○番○… 

●別添、登記資料図面等のとおり分筆および地図訂正および地積更正 

○番○、○番○… 

●別添、実測図のとおり　　　　　○番○、○番○… 

●別添、土地所在図のとおり　　　○番○、○番○… 

関係隣接地（上記以外の所有地） 

土地の所在 地番 

札幌市○区 

○条○丁目 

○番○、○番○… 

関係隣接地（その他の土地所有者） 

土地の所在 地番 

札幌市○区 

○条○丁目 

○番○、○番○… 

国有地（札幌市○区○条○丁目○番○地先） 
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５．事業予定地所有者としての境界確認の他に、他の事業予定地所有者または道路敷地に対する 

　　隣接地所有者としての境界確認が必要な場合 

　下記土地 

　 

※下段の「記」の箇所に一覧表として追加記載する。（以下例参照） 

記 

【ご確認いただく土地境界】 

●あなた様の所有地（事業予定地）の土地境界について 

あなた様の所有地 

（事業予定地） 
土地の所在・地番 

札幌市○区○条○丁目 

○番○ 

(別添、登記資料図面等のとおり○○) 

関係する隣接地 土地の所在・地番 

札幌市○区○条○丁目 

○番○ 

道路敷地（国有地） 

●あなた様の所有地と隣接する事業予定地および道路敷地との土地境界について 

あなた様の所有地 土地の所在・地番 

札幌市○区○条○丁目 

　○番○ 

札幌市○区○条○丁目 

○番○ 

関係する隣接地 

（事業予定地およ

び道路敷地） 

土地の所在・地番 

札幌市○区○条○丁目○番○ 

(別添、登記資料図面等のとおり○○) 

札幌市○区○条○丁目○番○ 

(別添、土地所在図のとおり) 

 

【お問い合わせ先】 

１．受託者　　　　会社名　　○○○○ 

　　　　　　　　　担当者　　○○　○○　（電話：○○‐○○‐○○） 

２．札幌市担当者　所　属　　札幌市〇〇局 〇〇部 〇〇課 ○○係 

　　　　　　　　　担当者　　○○　○○　（電話：○○‐○○‐○○） 

 

６．その他 

担当職員と協議すること｡  
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様式30　境界確認書 

令和　　年　　月　　日 

（あて先）札幌市長　　　　　　　　　　　 

＜確認者＞　　　　　　　　　　　　　 

住　　所　 

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　 

土地所有者から見た関係（　　　　　　　） 

境　界　確　認　書 
 

令和　　年(西暦年)　　月　　日付 札建管測 第　　　号により照会のありまし

た、下記土地の境界について、別添図のとおりであることを確認しましたので、境界

確認書を提出します｡ 

 

 

記 

 

 

 

 

 

 

対象地や隣接地が多量な場合 

対象地 

土地の所在・地番 
札幌市○区○条○丁目○番○ 

（ほか○筆　別紙添付）※3 

土地所有者（名義人） ○○　○○ 

隣接地 土地の所在・地番 
札幌市○区○条○丁目○番○ 

（ほか○筆　別紙添付）※3 

 

注　｢境界確認書｣と図面が別紙の場合には確認者の書き判又は割印を行って下さい｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1​ Ａ４版（縦長）とする。 

※2​ 本様式の添付図は、登記資料図面等を使用することを標準とする。 

※3​ 対象地や隣接地が多量な場合追記する。 

※4​ 氏名には、本人の署名又は押印が必要。  
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様式31　道路区域確認のお願い 

札建管測 第　　　　　 号 

令和　　年( 西暦 年)　　月　　日 

（土地所有者の氏名又は名称）　　様 

 

札幌市長　　　　　　　　　　㊞ 

 

道路区域確認のお願い 
 

日頃より､本市のまちづくりにご理解とご協力を頂き､有難うございます｡ 

さて､このたび  　　　　　　　（　業 務 名 記 入　）　　　　　　　　 測量 の

結果、 　　　　　　　　　（　路 線 名 記 入　）　　　　　　　 の道路区域をご確

認いただくため、別紙｢道路区域確認書｣をお送りさせていただきました。内容について

ご確認いただきましたら、ご署名・ご捺印のうえご提出くださいますようお願いいたし

ます｡ 

なお、ご不明な点がございましたら、下記へお問い合わせ下さい｡ 

 

記 

 

１．受託者 

会社名 

担当者 

電　話 

 

２．札幌市担当者 

所　属 

担当者 

電　話 

 

注１ ｢道路区域確認書｣と図面が別紙の場合には、確認者の書き判又は割印を行って下

さい｡ 

注２ 境界確認後、｢道路区域確認書｣添付図面の◎印の位置については、札幌市規格の

境界杭を埋設しますのでご了承下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1​ Ａ４版（縦長）とする。 
※2​ 道路区域内の土地が使用承諾済、未処理用地の場合、確認が必要な隣接地に使用する。
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様式32　道路区域確認書 

令和　　年　　月　　日 

 

（あて先）札幌市長 

＜確認者＞ 

住　　所　 

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　 

土地所有者から見た関係（　　　　　　） 

道 路 区 域 確 認 書 
 

令和　　年(西暦年）　　月　　日付 札建管測 第　　　　号により照会のありまし

た下記　　　　（路 線 名 記 入）　　　　の道路区域界（赤線部）について、別添図

のとおりであることを確認しました｡ 

 

 

 

 

 

記 

 

対象地 
土地の所在・地番 札幌市　　区 

土地所有者（名義人）  

隣接地 土地の所在・地番 札幌市　　区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1​ Ａ４版（縦長）とする。 

※2​ 本様式の添付図は、登記資料図面等を使用することを標準とする。 

※3​ 道路区域内の土地が使用承諾済、未処理用地の場合、確認が必要な隣接地に使用する。 

※4​ 氏名には、本人の署名又は押印が必要。  
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様式33　境界の確認について（市役所内部用） 
札建管測 第　　　　号 

令和　　年( 西暦 年)　　月　　日 

 

（あて先）　局長（市長・区長） 

※２(○○管理者) 

建　　設　　局　　長（市　長） 

※２(道　路　管　理　者) 

 

境界の確認について 
 

このことについて、　　　　　（ 業 務 名 記 入 ）　　　　　測量　の結果、○○

用地（札幌市　　区　　　　　　　　　　　　 番）と隣接する貴局(区)所管地（札幌

市   区　　　　　　　　　　　　　 番） との境界を別紙によりご確認下さいますよ

うお願いいたします｡ 

 

なお、ご不明な点がございましたら、下記担当課へご連絡下さい｡ 

 

記 

 

《担当課》 

所　属 

担当者 

電　話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1​ Ａ４版（縦長）とする。 

※2​ 他部署に対して境界確認する必要が有る場合、区別できるようにすること。 

（例：下水道管理者、河川管理者、道路管理者）  
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様式34　境界確認書（市役所内部用） 

令和　　年　　月　　日 

（あて先）建　設　局　長　（市　長）  

※２（道　路　管　理　者） 

 

局長（区長・市長） 

※２（○○管理者） 

 

境 界 確 認 書 
 

令和　　年(西暦年）　　月　　日付 札建管測 第　　　　号により照会のありまし

た件について別添図のとおりであることを確認しました｡ 

 

 

 

 

 

 

当局（区）所管地の表示 

 

札幌市　　　区　　　　　　　　　　　　 番 

 

 

隣 接 地 

　 

札幌市　　　区　　　　　　　　　　　　 番 

 

 

 

《担当課》 

所　属 

担当者 

電　話 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1​ Ａ４版（縦長）とする。 

※2​ 他部署に対して境界確認する必要が有る場合、区別できるようにすること。 

（例：下水道管理者、河川管理者、道路管理者）  
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様式35　境界杭の埋設について 

札建管測 第　　　　号 

令和　　年(西暦年)　　 月　　 日 

 

（土地所有者の氏名又は名称）　　様 

 

札幌市長　　　　　　　　　　㊞ 

 

境界杭の埋設について（確認願い） 

 

日頃より､本市のまちづくりにご理解とご協力を頂き､有難うございます｡ 

さて､このたび　　　　　（ 業 務 名 記 入 ）　　　　　測量　の結果、あなた様

の所有地 札幌市　　区　　条　　丁目　　番 の例①～④ 

ので、ご確認いただきましたら、別紙｢境界杭確認書｣にご署名・ご捺印のうえご提出く

ださいますようお願いいたします｡ 

 

　なお､ご不明の点がございましたら､下記へお問い合わせ下さい｡ 

 

記 

１．受託者 

会社名 

担当者 

電　話 

 

２．札幌市担当者 

所　属 

担当者 

電　話 

 

 

 

 

 

 

※　Ａ４版（縦長）とする。  
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様式36　境界杭確認書 

令和　　年　　月　　日 

 (あて先) 札幌市長 

＜確認者＞ 

住　　所 

氏　　名 

土地所有者から見た関係（　　　　　　） 

境　界　杭　確　認　書 
 

令和　　年(西暦年)　　月　　日付 札建管測 第　　　　号により照会のありました

例①～③ 

 

～追記例～ 

 

 

 

 

記 

 

土地の所在・地番 札幌市　　区 

土地所有者 

（名義人） 
 

 

注　｢境界杭確認書｣と図面が別紙の場合には、確認者の書き判又は割印を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 
※1​ Ａ４版（縦長）とする。 
※2​ 氏名には、本人の署名又は押印が必要。  
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様式37　境界杭の埋設について（市役所内部用） 

札建管測 第　　　　号 

令和　　年(西暦年)　　 月　　 日 

（あて先）局長（区長） 

※２（○○管理者） 

建　　設　　局　　長 

※２(道　路　管　理　者) 

 

境界杭の埋設について（確認願い） 
 

このことについて、　　　　　（ 業 務 名 記 入 ）　　　　　測量　の結果、貴局

(区)所管地（札幌市   区　　　　　　　　　　　　　 番） の　　　例 ① ～ ④　　   

ので、ご確認下さいますようお願いいたします｡ 

 

なお、ご不明な点がございましたら、下記担当課へご連絡下さい｡ 

 

 

 

 

 

 

 

記 

《担当課》 

所　属 

担当者 

電　話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1​ Ａ４版（縦長）とする。 

※2​ 他部署に対して境界確認する必要が有る場合、区別できるようにすること。 

（例：下水道管理者、河川管理者、道路管理者）  
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様式38　境界杭確認書（市役所内部用） 

令和　　年　　月　　日 

（あて先）建　設　局　長　 　 

※２(道　路　管　理　者) 

局（区）長 

※２(○○管理者) 

 

境　界　杭　確　認　書 
 

令和　　年(西暦年)　　月　　日付 札建管測 第　　　　号により照会のありました 

例 ① ～ ③ 

 

 

～追記例～ 

 

 

当局（区）所管地の表示 

札幌市　　　区　　　　　　　　　　　　 番　　 

 

隣 接 地 

札幌市　　　区　　　　　　　　　　　　 番　　 

 

《担当課》 

所　属 

担当者 

電　話 

 

注 ｢境界杭確認書｣と図面が別紙の場合には、確認者の書き判又は割印を行って下さい。 

 

 

 

 

 
※1​ Ａ４版（縦長）とする。 

※2​ 他部署に対して境界確認する必要が有る場合、区別できるようにすること。 

（例：下水道管理者、河川管理者、道路管理者）  
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様式39　精度管理表（基準点測量） 

 

【ＴＳ等観測】 

基準点測量 精度管理表　　　　　　 　　　　　世界測地系 
 

業務名  地区名  計画機関名  作業機関名  作業班長  

目的  期間  作業量 級基準点　点 主任技術者    

 

路線番号 測点番号 
路線長 

（㎞） 
内角数 辺　数 

点　検　計　算 

偏　心 

m 
再測数 

水平位置（距離） 

水平位置(m) 標高(m) 単位重 

量の標 

準偏差 

許容 

範囲 

高低角 

の標準 

偏差 

許容 

範囲 閉合差 許容範囲 閉合差 許容範囲 

         
 

S=0 

T=0 

V=0 

    

再測率 0％ 

 

点　検　測　量 
 

主要機器名称番号 

測点番号 
距　　　離 水　平　角 鉛　 直　 角  

点検値 採用値 較差 点検値 採用値 較差 点検値 採用値 較差 永久標識の種別等 

 

m m m ° ′ ″ ° ′ ″ ″ ° ′ ″ ° ′ ″ ″ 種別 数量 埋設様式 

   

特　記　事　項 

 

 

 

【ＧＮＳＳ観測】 

基準点測量 精度管理表　　　　　　 　　　　　世界測地系 
 

業務名  地区名  計画機関名  作業機関名  作業班長  

目的  期間  作業量 級基準点　点 主任技術者    

 

基線解析辺 仮定三次元網平均 三次元網平均計算  
主要機器名称番号 

測　点　名 辺　　長 

（斜距離） 

△Ｘ △Ｙ △Ｚ 斜距離の偏差  

自： 至： 偏　差 許容範囲 偏　差 許容範囲 偏　差 許容範囲 偏　差 許容範囲  
 

            

            永久標識の種別等 

            種 別 数 量 埋設様式 

               

               

               

                

新点位置の標準偏差 
 

点　検　測　量  特　記　事　項 

新点名 
水平位置 標　　高 

測点名 

自： 

測点名 

至： 
点検値 採用値 較差 較差 

 測 定 方 法 

 

スタティック 標準偏差 許容範囲 標準偏差 許容範囲  

     
      

 

 

 

※　Ａ４版、又はＡ３版（横長）とする。  
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様式40　精度管理表（境界標） 

 

 

境界標　埋設精度管理表 
業 務 名 

業務内容 

 
地　区 

 計　画 

機　関 

 作　業 

機　関 

 
点検者 

 

路線名  期　間 
自 

至 
作業量 

 主 任 

技術者 

 
その他 

 

 

測　　　　点 
水平位置（距離） 

摘　要 測　　　　点 
水平位置（距離） 

摘　要 
計算値 測定値 較　差 制　限 計算値 測定値 較　差 制　限 

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

 

※1​ Ａ４版、又はＡ３版（横長）を標準とする。 

※2​ 境界仮杭設置においても、本様式を準用する。  
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様式41　写真帳 

写　真　帳（例） 

 

写真 

 №　　１  

保安対策、交通安全対策(工程毎) 

 

 

 

 

 

写真 

 №　　２  

新設境界点　　N１ 

材料等（種類毎） 

 

 

 

 

写真 

 №　　３  

新設境界点　　N１ 

施工前仮杭 

 

 

 

 

写真 

 №　　４  

新設境界点　　N１ 

埋設状況 

 

 

 

 

写真 

 №　　５  

新設境界点　　N１ 

完成状況 

背景を入れた仕上り状態 

 

 

※1​ デジタル写真を編集し台紙に直接印刷しても可とする。ただし電子納品の場合は形式（JPEG

・PDF等）について担当職員と協議すること。 

※2​ ① 保安対策及び交通安全対策（工程毎） 

② 使用材料（部材寸法・規格チェック、種類毎） 

③ 施工前（仮杭・全点） 

④ 一連の埋設状況の写真（掘削・境界杭立込・埋め戻し等、種類毎の代表箇所） 

⑤ 完成（仕上り状態チェック・全点）　　　　　　　　　　の順に整理するものとする。 

※3​ 撮影に際しては、点№･日付･業務名等を明記した黒板等（電子を含む）を立て撮影するこ

と。ただし、埋設状況の撮影に際しては、実寸法を明記した掘削断面図を黒板等（電子を含

む）に追記し、ロッド・ピンポール・スチールテープ等で確認できるよう撮影すること。
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様式42　折衝記録簿 

 

 

折　衝　記　録　簿 
 

業 務 名  

土　地　の　所　在 地　　番 土　地　所　有　者　住　所 氏　　名 

    

    

    

    

    

折衝年月日 折　　衝　　記　　録 対応者氏名 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 

 

※1​ 別途、登記資料図面等を添付すること。 

※2​ Ａ４版（縦長）を標準とする。  
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様式43　土地の位置が分かる図面の一例 

【境界確認(線立会)用】 

 

 

【境界杭確認用】 

 

※1​ 方位、縮尺　凡例、境界点座標値（境界確認書に添付する場合）等を記入する。 

※2​ 図面の縮尺は、1/500を標準とする。 

※3​ Ａ４版、又はＡ３版（横長）を標準とする。  
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様式44　現況調査図 

 

 

※1​ Ａ３版（横長）を標準とする。 

※2​ 複数の物件について作成する場合は、位置図（見取図）を作成し、共通の番号を付すこと。 

※3​ 境界に近接する構造物については、境界との距離を記載すること。 

※4​ 構造物の状況により、必要に応じて側面図も作成すること。 

※5​ その他、現況調査図に記載する対象物の範囲は、担当職員の指示によるものとする。
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様式45　境界確認証明書（法務局提出用） 

 

札建管測 第　　　　号 

令和　　年(西暦年)　　 月　　 日 

札幌法務局（○○出張所）長　様 

 

札幌市長　○ ○　○ ○　㊞ 

 

隣接土地所有者土地立会及び境界確認証明書 

 

　本市の　　　　　（　業 務 名 記 入　）　　　　　のため､不動産登記法の規定に

基づいて　　　　　の登記申請書に添付した測量図は､下記隣接土地所有者の確認を受

けたものであることを証明する｡ 

 

申請対象地：　○区　○○○○―○○　　　　　　　　　　　　　　　 

記 

所　　在 地　番 
登　記　簿　住　所 

氏　　　名 
現　　　住　　　所 

  ※ 登記簿の住所を記入  

※ 現住所を記入 

    

 

    

 

    

 

    

 

    

 

    

 

    

 

    

 
 

※　Ａ４版（縦長）とする。
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様式46　登記資料図面一覧表 

 

 

登 記 資 料 図 面 一 覧 表 
 

土地の表示 公　　簿 土地の所有者 
図　種 枚　数 

所　　在 地番 地目 地積 氏　　　　名 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

 

 

 

※　Ａ４版（縦長）とする。  
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様式47　河川台帳調書 

 
≪様式－６≫ 

土　地　所　有　者　一　覧 
 

土地の所在 

公簿 土地所有者 

取得年月日 前土地所有者名 備考 

地番 地目 氏名または名称 住所 

○区○条○丁目 〇〇-〇〇 山林 建設省  H28.3.16 札幌市  

〃 〇〇-〇〇 原野 建設省  H28.2.12 ○○　○○  

〃 〇〇-〇〇 雑種地 国土交通省  H28.2.12 ○○　○○  

〃 〇〇-〇〇 田 国土交通省  H28.3.13 
○○　○○ 

ほか４名 

前所有者他4名：○○ ○○、○○ ○○、

○○ ○○、○○ ○○ 

〃 〇〇-〇〇 雑種地 札幌市  H27.10.6 ○○　○○  

〃 〇〇-〇〇 宅地 札幌市  H27.9.21 ○○　○○  

〃 〇〇-〇〇 公衆用道路 建設省  H28.1.13 ○○　○○  

〃 〇〇-〇〇 宅地 建設省  H27.9.21 札幌市  

○区○条○丁目 〇〇-〇〇 雑種地 国土交通省  H28.2.12 ○○　○○  

〃 〇〇-〇〇 雑種地 国土交通省  H28.1.29 ○○　○○  

〃 〇〇-〇〇 山林 札幌市  H28.1.29 ○○　○○  

〃 〇〇-〇〇 畑 札幌市  H28.1.29 ○○　○○  

〃 〇〇-〇〇 畑 建設省  H28.1.29 ○○　○○  

○区○条○丁目 〇〇-〇〇 宅地 建設省  H27.11.1 ○○　○○ 
○○-○○、○○-××に分筆 

○○-○○買収 

〃 〇〇-〇〇 雑種地 国土交通省  H28.3.13 
○○　○○ 

ほか１名 
前所有者他1名：○○ ○○ 

 

※1​ 河川台帳整備測量実施時に作成すること。 

※2​ 河川区域内の土地の現在の土地所有者及び前土地所有者（用地買収前の土地所有者）を収集

した土地登記簿より記載すること。 

※3​ 作成した一覧表は、仕様書 様式18の「土地所有者一覧表」と同様に、電子納品用のＣＤ－

Ｒ内に格納すること。  
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様式48　登記資料図面 

 

 

 

※1​ 作成者欄は記入せず空欄とすること。 

※2​ Ｂ４版で作成すること。  
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様式49　登記資料調書 
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　札幌市公共測量作業要領　改訂履歴　 
 

 

平成  2 年   3 月  発  　   行 

平成  3 年   3 月  第１回 改訂 

平成  6 年   3 月  第２回 改訂 

平成  8 年   3 月  第３回 改訂 

平成 11 年   8 月  第４回 改訂 

平成 17 年   4 月  第５回 改訂　 

平成 18 年   4 月  第６回 改訂　 

平成 20 年   4 月  第７回 改訂　 

平成 21 年   4 月  第８回 改訂　 

平成 22 年   4 月  第９回 改訂　 

平成 23 年   4 月  第10回 改訂　 

平成 26 年   5 月  第11回 改訂　 

平成 27 年   5 月  第12回 改訂　 

平成 28 年   4 月  第13回 改訂　 

平成 29 年   4 月  第14回 改訂　 

平成 30 年   4 月  第15回 改訂　 

令和  2 年   3 月  第16回 改訂　 

令和  2 年  10 月  第17回 改訂　 

令和  3 年  10 月  第18回 改訂　 

令和  4 年   3 月  第19回 改訂 

令和　6 年　 3 月  第20回 改訂 

令和　7 年　 3 月  第21回 改訂 

令和　8 年　 3 月  第22回 改訂 
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